
毎月１５日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。

▼
 

　ホームページ　　http://www.city.inagi.tokyo.jp/ 
　公式ツイッター http://twitter.com/inagi_city 
　メール配信サービス（登録される方は、左のQRコードから、 
　または「inagicity@emp.ikkr.jp」に空メールを送信してください） 

1042－378－2111　 
1042－331－6346 
1042－350－6321 
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開庁時間　午前8時30分～午後5時 

HP

2015
平成27年 

第1197号 11.15
毎月1日・15日発行 

平
成

年
度
市
政
功
労
者
の
紹
介
は
4
・
5
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

27

人口と世帯数

緑につつまれ友愛に満ちた
市民のまち稲城　　　　　

（前月比）平成27年11月1日現在
（109人増）87,435人人口
（044人増）44,118人男
（065人増）43,317人女
（55世帯増）37,775世帯世帯数

※人口及び世帯数は、住民基本台帳に
　よるものです。

　昭和63年に、旧女満別町出身の元都立高校長の紹介による子
どもたちの作品交流がきっかけとなり、教育分野（児童交流）を
中心に稲城市との交流が始まりました。
　平成3年に、旧女満別町と姉妹都市提携を結び、その後、旧 東  

ひがし

 藻 琴   村との合併で大空町が誕生し、平成18年に改めて大空町と
も こと

姉妹都市提携が結ばれました。
　現在では、教育分野はもちろん、文化、スポーツ、産業・経済
など幅広い分野での交流が行われています。

と れ た 
て ！ と れ た 
て ！ と れ た 
て ！ 

　なぎ 　なぎ い 　なぎ い い ■問秘書広報課秘書広報課
広報広聴係　広報広聴係

稲稲城城でで味味わわうう大大空空町町ののググルルメメ

▲網走湖産大粒天然大和しじみ ▲大空町の大地が育てたさくら豚 ▲完熟しぼりのトマトジュース▲アンテナショップほのか ▲魅力的な商品が並びます

おおいいししいいねね！！大大空空町町ののジジャャガガイイモモ給給食食
　毎年、稲城市からは「梨」を送り、大空町からは「ジャガイモ」が届く
地場産物の交流を行っています。
　今年も500㎏のジャガイモが大空町から届き、
10月23日の学校給食でいただきました。

▽人　口　7,574人

▽世帯数　3,067世帯

▽面　積　343.66km2
（平成27年9月末現在）

大自然をいただきます！大自然をいただきます！
姉妹都市「北海道大空町」姉妹都市「北海道大空町」

　大空町の農産物や物産品などの販売及び紹介をし
ています。

▽所在地　向陽台6の7（城山文化センター敷地内）

▽営業日　毎週火・金曜日

▽営業時間　午前10時30分～午後3時
※夏期（7・8・9月）は午前10時～午後1時

■問アンテナショップほのか　1090－2550－4461（営業時間内）

　大空町の大地が生み出した、魅力あふれる特産品を通信販売でお届けします。いつ
もの食卓に彩りをもう一品添えてみませんか。
　お取り扱いする商品やご注文方法などの詳細は、『道の駅「メルヘンの丘めまんべ
つ」アンテナショップほのか』オンラインショップ�をご覧ください。
■問一般財団法人めまんべつ産業開発公社　10152－75－6160　50152－74－4433

（2）あなたのマイナンバーが届きます主
な
記
事

市政功労者を表彰 ����� （4、5）

（5）農産物品評会受賞者

（8）4コマまんが「なしのすけが行く」

お取り
寄せ
グルメ

アンテナ
ショップ
ほのか

▲

た
く
さ
ん
の
ジ
ャ
ガ

イ
モ
が
届
き
ま
し
た

▲みんなで仲良く、おいしくいただきます

　
　
バタ
ーしょうゆ煮

　
　
　
ジャガイモの

　
　
バタ
ーしょうゆ煮

　
　
　
ジャガイモの

助助成成ししまますす 契契約約旅旅館館宿宿泊泊料料金金
　市では姉妹都市である北海道大空町との市民交流が活発になるよう、契約
旅館を利用する方に対して、宿泊料金の一部を助成しています。
　1月上旬から3月中旬にかけては、「氷上わかさぎ釣り」が楽しめます。
■対市内在住・在勤・在学の方

▽助成額　大人1泊＝4千円、小人1泊＝3千円
※助成の上限は単年度に3泊まで

▽契約旅館　右表のとおり

▽利用方法　契約旅館に直接予約してから、市民活動サポートセ
ンターいなぎへ申請してください。
※申請書は市 HP からも入手可
■問ＮＰＯ法人市民活動サポートセンターいなぎ　1378－2112

▲氷上わかさぎ釣り

契約旅館
電話番号所在地施設名

0152－74－2108大空町女満別湖畔
1－1－2

ホテル
湖南荘

0152－74－2343大空町女満別湖畔
3－2－3

ホテル
山水 ▲大空町シンボルキャラクター　そらっきー

大空町に

おいでよ !

大空町への行き方
　羽田空港から女満別空港（大空町）ま
で約1時間50分です。女満別空港から大
空町市街地へは路線バスが便利です。
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▽　

月
の
作
業
日
・
地
区　
　

／
1（
火
）・
矢
野
口
、　

／
8（
火
）・
坂
浜
、　

／　
（
火
）・
大
丸
、
全
て
の
作
業
日
・
東
長
沼　

■申
 

作
業
日
前
週
の
金
曜
日
午
前
中
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
の
う
え
、

12

12

12

12

22

持
ち
込
む
場
所
を
確
認
し
、
土
曜
日
か
ら
月
曜
日
ま
で
に
必
ず
葉
を
取
り
除
い
て
か
ら
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い〔
葉
付
き
の
剪
定
枝
や
取
り
除
い
た
葉
は
、燃
え
る
ご
み
の
日
に
出
せ
ば
２
袋（
束
）ま
で
無
料
収
集
し
ま
す
〕。　

■先
 

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

家
庭
剪
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

せ
ん 
て
い 

し

野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
の
禁
止

ご
み
や
落
ち
葉
等
を
焼
却
す
る
こ
と
〔
野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
〕
は
原
則
と
し
て
法
律
や
条
例
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
■問
環
境
課
環
境
保
全
係

通 知 カ ー ド の 受 け 取 り 方 法

鬼
怒
川
堤
防
決
壊
に

伴
う
水
害
へ
の
支
援

市
長
コ
ラ
ム
No.48

稲城市長
�橋　勝浩

　

今
年
の
台
風　

号
は
記
録
的

１８

な
豪
雨
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

稲
城
市
で
は
９
月
９
日
、
土
砂

災
害
警
戒
情
報
の
発
表
に
伴
い

午
後
３
時　

分
に
災
害
対
策
本

１６

部
を
開
設
し
て
対
応
を
始
め
ま

し
た
。
直
接
の
大
き
な
被
害
は

な
く
、
当
日
午
後
５
時　

分
に

３５

情
報
収
集
体
制
に
対
応
を
縮
小

し
ま
し
た
。

　
　

号
自
体
は
日
本
列
島
上
陸

１８
後
に
温
帯
低
気
圧
に
変
わ
っ
た

も
の
の
、
太
平
洋
上
に
居
座
り

続
け
た　

号
の
影
響
な
ど
に
よ

１７

り
、
過
ぎ
去
っ
て
か
ら
も
南
か

ら
湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込
み
、

南
北
に
帯
状
の
雨
雲
が
停
滞
し
、

関
東
地
方
北
部
か
ら
東
北
地
方

南
部
に
か
け
て
記
録
的
雨
量
と

な
り
ま
し
た
。
観
測
史
上
１
位

の
記
録
を
更
新
し
た
地
点
も
多

く
、
気
象
庁
に
よ
っ
て
「
平
成

　

年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
」

２７と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
被
害
も
な
く
安
堵

し
て
い
ま
し
た
が
翌
日
に
な
っ

３
日
間
を
活
動
し
、
２
次
派
遣

隊
に
交
替
し
ま
し
た
。
２
次
派

遣
で
は
救
助
活
動
の
ほ
か
安
否

確
認
と
行
方
不
明
者
の
捜
索
活

動
が
指
示
さ
れ
、　

日
ま
で
の

１６

４
日
間
で　

件
の
捜
索
活
動
に

１８６

従
事
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
延
べ
５
隊　

人
の

１８

派
遣
を
通
じ
常
総
市
へ
の
貢
献

が
で
き
、
隊
員
全
員
が
無
事
に

帰
還
で
き
た
こ
と
は
大
変
喜
ば

し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
常
総
市
の
水
害
で
は
、

市
の
災
害
対
策
本
部
と
消
防
本

部
・
県
・
警
察
・
自
衛
隊
と
の

連
携
、
被
災
住
民
の
個
人
情
報

の
共
有
な
ど
に
関
し
て
課
題
が

あ
っ
た
と
も
お
聞
き
し
て
い
ま

す
。

　

本
市
で
は
実
災
害
へ
の
派
遣

を
通
じ
て
得
た
教
訓
を
、
地
元

が
被
災
し
た
際
に
活
か
せ
る
よ

う
、
よ
り
一
層
実
戦
的
な
防
災

訓
練
を
励
行
す
る
と
と
も
に
、

単
独
で
消
防
本
部
を
運
営
す
る

メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し
、
災
害
時

に
お
け
る
東
京
都
・
警
察
・
自

衛
隊
と
の
連
携
に
も
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

て
も
豪
雨
は
続
き
、　

日
午
前

１０

８
時
過
ぎ
に
総
務
省
消
防
庁
か

ら
近
隣
各
都
県
あ
て
に
緊
急
消

防
援
助
隊
の
出
動
準
備
の
依
頼

が
あ
り
ま
し
た
。

　

東
京
都
内
に
設
置
さ
れ
て
い

る
消
防
本
部
は
東
京
消
防
庁
と

稲
城
市
消
防
本
部
が
あ
り
、
災

害
時
は
緊
急
消
防
援
助
隊
の
東

京
都
隊
の
一
員
と
し
て
稲
城
市

も
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

日
午
後
９
時
過
ぎ
に
実
際

１０
の
出
動
要
請
が
あ
り
隊
員
を
招

集
し
、　

日
午
前
１
時　

分
に

１１

２０

集
合
拠
点
で
あ
る
茨
城
県
取
手

グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

へ
と
出
発
、
鬼
怒
川
堤
防
の
決

壊
に
よ
り
浸
水
被
害
を
受
け
た

常
総
市
の
支
援
に
向
か
い
ま
し

た
。

　

１
次
派
遣
隊
は
消
火
小
隊（
ポ

ン
プ
車
１
台
）
５
人
・
救
急
小

隊
（
救
急
車
１
台
）
３
人
・
支

援
小
隊
（
大
型
バ
ス
１
台
）
３

人
の
体
制
で
臨
み
、　

日
ま
で

１３

の
３
日
間
の
活
動
を
し
ま
し
た
。

稲
城
部
隊
の
活
動
実
績
は　

人
５０

の
救
助
と
重
症
患
者
等
４
人
の

救
急
搬
送
で
す
。
浸
水
し
た
範

囲
は
市
域
の
３
分
の
１
と
も
い

わ
れ
て
お
り
、
持
参
し
た
ゴ
ム

ボ
ー
ト
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　

１
次
派
遣
隊
は
十
分
な
休
憩

を
と
る
こ
と
も
で
き
ず
に
当
初

ああ
なな
たた
のの

ママ
イイ
ナナ
ンン
ババ
ーー
がが

届届
きき
まま
すす

稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城
消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署

■問1377・7119

防
災
行
政
無
線
な
ど
を

防
災
行
政
無
線
な
ど
を

用
い
た
全
国
一
斉
の

 
用
い
た
全
国
一
斉
の

緊
急
情
報
の
伝
達
試
験

緊
急
情
報
の
伝
達
試
験

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

「 
Ｊ － ジ

ェ
イ 
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ 
」
か
ら
送
ら

ア

ラ

ー

ト

れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
伝
達
手
段
を
用

い
て
確
実
に
皆
様
へ
お
伝
え
す
る

た
め
、
全
国
で
緊
急
情
報
伝
達
手

段
の
試
験
を
行
い
ま
す
。

■日
 
　

月　

日（
水
）

１１

２５

■時
 

午
前　

時
ご
ろ

１１

Ｊ－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
と
は

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
国
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
緊
急
情
報
を
人
工
衛
星
な
ど
を

活
用
し
て
瞬
時
に
情
報
伝
達
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

■問
 

防
災
課
防
災
係

　

広
報
い
な
ぎ　

月
１
日
号

１０

６
面
に
掲
載
し
た
「
中
学
校

入
学
前
の
説
明
会
」
に
つ
い

て
、
稲
城
第
三
中
学
校
の
開

始
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
ご
確
認
の
う
え
、
学
校

の
受
付
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

■日
 
　

月
４
日（
金
）

１２
■時
 

午
後
３
時　

分
〜

３０

■場
 

稲
城
第
三
中
学
校

　

1　

・
７
１
５
１

３７７

■問
 

学
務
課
学
務
係

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し

た
詐
欺
が
全
国
で
発
生
し
て
い
ま

す
。
不
正
な
勧
誘
や
個
人
情
報
の

取
得
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

国
や
市
役
所
の
職
員
が
個
人
情

報
を
聞
き
出
し
た
り
、
お
金
を
要

求
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
内
容
の
電
話
や
訪
問
に

は
応
じ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■問
 

稲
城
市
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
特
設
窓

口
〔
月
〜
金
曜
日
、
開
庁
日
の
み

（
午
前
８
時　

分
〜
午
後
４
時　

３０

３０

分
）
〕　

1　

・
２
８
８
１
（
午

３７８

前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
）
、
市

３０

民
課
市
民
窓
口
係
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

1
０

１
２
０
・　

・
０
１
７
８
（
平
日

９５

＝
午
前
９
時　

分
〜
午
後　

時
／

３０

１０

土
・
日
曜
日
、
祝
日
＝
午
前
９
時

　

分
〜
午
後
５
時　

分
）

３０

３０

　

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
が
記
載
さ
れ
た
「
通
知

カ
ー
ド
」を
簡
易
書
留
で
世
帯
ご
と
に
順
次
郵
送
し
ま
す
。

確
実
に
受
け
取
り
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

マイナちゃん

▲ボートを活用した救急支援物資の搬送

▲行方不明者の捜索活動

▲緊急消防援助隊が出発する様子

内容情報伝達手段
市内57カ所に設置してある防災行政無線から、一斉に放送
されます。
【放送内容】　ピンポンパンポン（コールサイン）

「これは、テストです。」
「これは、テストです。」
「これは、テストです。」
ピンポンパンポン（コールサイン）

①防災行政無線
の放送

稲城市メール配信サービスに（カテゴリ＝その他の災害情報
等）に登録されている方に配信されます。
【配信内容】　「これは、テストです。」

②稲城市メール
配信サービス

中
学
校

中
学
校

入
学
前
の
説
明
会

入
学
前
の
説
明
会

開
始
時
間

　

開
始
時
間の

変
更

の
変
更

▲通知カード

通知カードを発送

簡易書留で世帯全員分の通知カードを郵送します。
※転送不要の郵便物として送付されます。

通知カードの受け取り完了！
○通知カードが届いたら大切に保管してください。万が一紛失した場合など、再発行には手
数料がかかります。
○平成28年1月以降に行政手続きの申請書等にマイナンバーの記載を求められた場合、通知
カードがマイナンバーを証明する書類となります。
○通知カードの記載事項に変更がある方は、お手続きの際にお持ちください。
○希望される方は個人番号カードの申請ができます。詳細は広報いなぎ10月1日「マイナン
バー特集号」をご覧ください。

受け取れず、「不在連絡票」が入っていた方

不在票に従い、郵便局に連絡し、
再配達で受け取ってください。 簡易書留ご不在連絡票 

（マイナンバー専用） 

※郵送で受け取れ
なかった方
通知カードは市役所でお
預かりします。「返戻の
ご案内」を郵送しますの
で、案内に従い、マイナ
ンバー特設窓口に受け取
りに来てください。
個別の返戻状況は電話で
お答えできません。



（3）　代表電話は042－378－2111 27・11・15

凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

■対
 
　

歳
以
上
の
方

６５
■日
 
　

月　

日（
火
）

１１

２４

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

■場
 

や
の
く
ち
正
吉
苑
４
階

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

１０
■講
 

高
橋　

幸
太
郎
氏
（
柔
道
整
復

師
）

■申
 

電
話
〔　

月　

日（
月
）〜
〕

１１

１６

■先
 

■問
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

の
く
ち　

1　

・
２
２
０
２

３７０

介
護
予
防
教
室

老老
化化
はは
脚脚
かか
らら

正
し
い
歩
き
方
を

正
し
い
歩
き
方
を

学
び
ま
し
ょ
う

学
び
ま
し
ょ
う

　

生
活
上
の
負
担
軽
減
と
安
否
確

認
を
行
う
た
め
、
次
の
対
象
世
帯

宅
に
生
活
支
援
品
（
ご
み
専
用
小

袋　

枚
入
り
１
袋
）
を
１
世
帯
に

１０
１
袋
お
届
け
し
ま
す
。

※
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

が
戸
別
訪
問
し
、
お
渡
し
し
ま
す

（
受
け
取
り
に
は
受
領
印
が
必

要
）
。

■対
 

平
成　

年　

月
１
日
現
在
、
市

２７

１１

内
在
住
の　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

７５

ら
し
世
帯
及
び　

歳
以
上
高
齢
者

７５

の
み
世
帯
（
施
設
や
病
院
に
入
所

中
の
者
及
び
生
活
保
護
受
給
者
は

　

対
象
と
な
る
方
で
申
請
が
お
済

み
で
な
い
方
は
、
お
早
め
に
ご
申

請
く
だ
さ
い
。
締
め
切
り
後
は
受

け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

■申
 

郵
送
（
申
請
書
を
記
入
後
、
必

要
書
類
を
添
付
し
封
入
）

■限
 
　

月
１
日（
火
）消
印
有
効

１２
■問
 

○
生
活
福
祉
課
臨
時
福
祉
給
付

金
担
当　

1　

・
８
８
７
６
（
平

３７７

　

障
害
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

障
害
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

　

障
害
者
週
間
に
合
わ
せ
て
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

①
「
発
達
に
偏
り
の
あ
る
子
の
学

校
生
活
を
考
え
る
」

　

発
達
に
偏
り
の
あ
る
子
が
学
校

で
よ
り
自
分
ら
し
く
い
る
た
め
の

工
夫
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

■日
 
　

月
３
日（
木
）

１２
■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階
会
議
室

■定
 
　

人
８０

■講
 

菅
野　

純
氏
（
早
稲
田
大
学
名

誉
教
授
）

■申
 

電
話
〔　

月　

日（
月
）〜
〕

１１

１６

■先
 

■問
 

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

②「
障
害
者
差
別
解
消
法
っ
て
何
？

〜
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を

作
る
〜
」

　

平
成　

年
４
月
に
「
障
害
を
理

２８

由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」が
施
行
さ
れ
ま
す
。

障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
と
が
平

等
に
機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
豊

か
な
地
域
づ
く
り
を
考
え
ま
し
ょ

う
。

■日
 
　

月　

日（
木
）

１２

１０

■時
 

午
後
２
時
〜
４
時

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階
会
議
室

■講
 

山
本　

あ
お
ひ
氏
（
正
夢
の
会

理
事
・
事
業
統
括
）

■主
稲
城
市
地
域
自
立
支
援
協
議
会

■問
 

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係　

5

　

・
５
６
７
７

３７８

助
成
し
ま
す

脳
ド
ッ
ク
検
診
料

　

脳
ド
ッ
ク
検
診
料
の
２
分
の

１
に
相
当
す
る
額
（
上
限
額
２

万
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

※
申
請
は
、
受
診
日
の
属
す
る

年
度
に
つ
き
１
回
で
す
。

■対
 

申
請
日
現
在
、
納
期
限
の
到

来
し
た
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
を
完
納
し
て
い
る
方

■持
 

被
保
険
者
証
、
医
療
機
関
が

発
行
し
た
脳
ド
ッ
ク
の
領
収
書
、

印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）
、

　

み
ど
り
ク
ラ
ブ
は
、
お
お
む
ね

　

歳
以
上
の
方
が
「
友
達
が
欲
し

６０い
！
」
「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
！
」
「
生
涯
健

康
！
」
な
ど
の
思
い
で
集
ま
っ
て

い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

各
ク
ラ
ブ
で
は
、
友
愛
活
動
、

カ
ラ
オ
ケ
や
民
謡
、
手
芸
な
ど
の

相
談
事
業

　
次
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す（
相

談
無
料
）
。

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ
い
て

○
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
の

権
利
擁
護
に
つ
い
て

○
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い

て
の
苦
情

高
齢
者
、
障
害
者
の
た
め
の

法
律
相
談

　

弁
護
士
が
、
遺
産
相
続
、遺
言
、

権
利
侵
害
、
財
産
侵
害
、
消
費
者

被
害
、
成
年
後
見
制
度
な
ど
の
相

談
を
お
受
け
し
ま
す（
事
前
予
約
）。

■日
 

毎
月
第
３
水
曜
日

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

通
帳
な
ど
振
込
先
の
分
か
る
も

の■申
 

窓
口

被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
時

（
葬
祭
費
の
支
給
申
請
）

　

被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
時
、

葬
祭
を
行
っ
た
方（
喪
主
）へ
、

葬
祭
費
と
し
て
５
万
円
を
支
給

し
ま
す
。

■持
 

被
保
険
者
証
、
喪
主
（
申
請

者
）
の
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も

の
）
、
会
葬
礼
状
の
原
本
ま
た

は
葬
儀
の
領
収
書
の
写
し
、
通

帳
な
ど
振
込
先
の
分
か
る
も
の

■申
 

窓
口
、
郵
送
（
申
請
書
類
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
）

※
こ
の
他
に
「
資
格
喪
失
」「
相

続
人
代
表
者
・
口
座
の
指
定
」

の
手
続
き
が
あ
り
ま
す
。

各クラブ代表者連絡先
連絡先代表者名クラブ名地域

377－8270 関  口 　 光  基 
せき ぐち こう き第一寿会矢野口北部

378－2656 田  中 　　 勇 
た なか いさむ第二寿会矢野口南部

377－6195 田  中 　 義  章 
た なか よし あき常春会東長沼

377－7548 松  本 　 和  美 
まつ もと かず み長寿会大丸

377－5672 三  本 　　 勇 
みつ もと いさむ福寿会大丸・都営団地

377－3707 亀  井 　 正  常 
かめ い まさ つね高砂会押立

331－6574 新  倉 　 孝  一 
にい くら こう いち常盤会坂浜・若葉台

331－0023 川  野 　 修  行 
かわ の のぶ ゆきあゆみ会平尾

331－7005 山  本 　 元  子 
やま もと もと こむつみ会平尾宅地分譲・平尾住宅

404－8015 中  川 　 利  昭 
なか がわ とし あき向寿会向陽台・長峰

百村・若葉台

331－4746 岸  田 　 允  宏 
きし だ のぶ ひろ杜の会若葉台

（ワルツの杜）

350－1621 田  渕 　 昌  男 
た ぶち まさ おゆうわ会若葉台

（ファインストーリア）

趣
味
活
動
、
レ
ク
ダ
ン
ス
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル

フ
な
ど
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

■申
 

電
話

■先
 

居
住
す
る
地
域
の
ク
ラ
ブ
の
代

表
者
（
右
表
参
照
）

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

後後後後後後後後後後
期期期期期期期期期期
高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者

後
期
高
齢
者

医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療
制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度

医
療
制
度

■先
 

■問
 

保
険
年
金
課　
　
　

後
期
高
齢
者
医
療
係

入入
会会
しし
まま
せせ
んん
かか
？？

み
ど
り
ク
ラ
ブ

み
ど
り
ク
ラ
ブ

（
老
人
ク
ラ
ブ
）

（
老
人
ク
ラ
ブ
）

除
く
）

▽
配
布
期
間　
　

月
下
旬
か
ら
順

１１

次
配
布
し
ま
す
。

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

○
厚
生
労
働
省
の
相
談
窓
口　

1

０
５
７
０
・　

・　

（
毎
日
午
前

０３７

１９２

９
時
〜
午
後
６
時
）

※
詳
細
は
「
厚
生
労
働
省
」 　 
内
HP

「
２
つ
の
給
付
金
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

振
り
込
め
詐
欺
や
個
人
情
報
の
詐

取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

○
市
や
厚
生
労
働
省
等
が
Ａ
Ｔ
Ｍ

（
現
金
自
動
預
払
機
）
の
操
作
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
市
や
厚
生
労
働
省
等
が
給
付
金

を
支
給
す
る
た
め
に
、
手
数
料
等

の
振
込
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

　

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
認
知

症
高
齢
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神

障
害
者
の
方
、
判
断
能
力
は
十
分

あ
る
が
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
、

身
体
障
害
者
の
方
に
対
し
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
手
続
き
の
お
手

伝
い
、日
常
的
な
金
銭
の
支
払
い
、

通
帳
な
ど
の
大
切
な
書
類
を
お
預

か
り
し
、
保
管
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
（
相
談
無
料
）
。

※
契
約
後
の
お
手
伝
い
は
有
料
で

す
。

苦
情
解
決
委
員
会

　

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に

対
す
る
疑
問
や
苦
情
を
受
け
付
け
、

適
切
か
つ
迅
速
に
そ
の
解
決
を
図

る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

現
在
、
受
け
て
い
る
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
苦
情
や
不
満
を
お
持
ち

の
方
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

事
業
者
に
申
し
出
て
い
た
だ
く
こ

と
が
原
則
で
す
が
、
「
苦
情
を
ど

う
申
し
出
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な

い
」
「
事
業
者
が
誠
意
を
持
っ
て

対
応
し
て
く
れ
な
い
」
「
事
業
者

に
直
接
は
言
い
に
く
い
」
な
ど
で

お
困
り
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

申
し
立
て
の
場
合
は
、
稲
城
市

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
委

員
会
に
よ
り
苦
情
解
決
に
向
け
て

事
業
者
と
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

※
取
り
扱
い
で
き
な
い
苦
情
も
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■日
 

月
〜
金
曜
日
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
及
び　

月　

日
〜
１
月
４
日

１２

２８

を
除
く
）

■時
 

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

３０

１５

分▽
利
用
方
法　

相
談
は
電
話
、
フ

ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
、
手
紙
な
ど
で

お
受
け
し
ま
す
。

■先
 

稲
城
市
福
祉
権
利
擁
護
セ
ン
タ

ー
「
あ
ん
し
ん
・
い
な
ぎ
」
（
〒

　

・　

稲
城
市
百
村
７
）　

1　
・

２０６

０８０４

３７８

５
４
５
９
、
5　
・
４
９
９
９
、
� 

３７８

kenri@
inagishakyo.org

■問
 

生
活
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　

月
１
日

月
１
日（
火
）

（
火
）ま
で
ま
で

１２１２

（
消
印
有
効

（
消
印
有
効
））

臨
時
福
祉

臨
時
福
祉給

付
金

給
付
金

月月
３３
日日
〜〜
９９
日日
はは

１１２２「
障
害
者
週
間
」

「
障
害
者
週
間
」

で
す
で
す

■対
 

介
護
を
し
て
い
る
家
族
ま
た
は

関
心
の
あ
る
方

　

親
族
や
弁
護
士
等
の
専
門
職
以

外
で
成
年
後
見
業
務
を
担
う
「
社

会
貢
献
型
後
見
人
」
の
候
補
者
を

養
成
す
る
研
修
の
受
講
者
を
募
集

し
ま
す
。

■対
 

次
の
①
〜
③
の
全
て
に
該
当
す

る
方

①
稲
城
市
、
調
布
市
、
日
野
市
、

狛
江
市
及
び
多
摩
市
の
い
ず
れ
か

に
在
住
し
、
研
修
終
了
後
に
、
こ

の
５
市
で
後
見
業
務
に
関
わ
る
活

動
を
行
う
意
思
と
判
断
能
力
の
低

下
し
た
方
の
福
祉
を
理
解
す
る
姿

勢
が
あ
り
、
後
見
人
と
し
て
活
動

で
き
る
方

②
基
礎
講
習
（
平
成　

年
４
月
〜

２８

５
月
に
全
日
７
日
間
程
度
）
、
実

務
研
修
（
平
成　

年
５
月
〜
７
月

２８

に
毎
週
２
日
各
半
日
程
度
）
の
全

日
程
に
出
席
で
き
る
方

③
民
法　

条
に
定
め
ら
れ
た
欠
格

８４７

事
由
に
該
当
し
な
い
方

■定
 

５
人
程
度

▽
選
考　

書
類
・
面
接

■申
 

郵
送〔
必
要
事
項
①
経
歴
書（
所

定
様
式
）
②
作
文
（
「
成
年
後
見

に
関
す
る
あ
な
た
の
考
え
」
を　
４００

〜　

字
程
度
に
ま
と
め
た
も
の
）〕

８００
▽
書
類
配
布
場
所　

生
活
福
祉
課

地
域
福
祉
係
（
様
式
は
市 　 
か
ら

HP

入
手
可
）

■限
 
　

月　

日（
金
）必
着

１２

１１

■先
 

多
摩
南
部
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

（
〒　

・　

調
布
市
小
島
町
３
の

１８２

００２６

　

の
２　

第
一
荒
井
麗
峰
ビ
ル
２

６９階
）

■問
 

生
活
福
祉
課
地
域
福
祉
係
、
多

摩
南
部
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー　

1

　

・　

・
５
８
０
２

０４２

４９８

受
講
者
募
集

成
年
後
見
制
度

成
年
後
見
制
度

「「
社
会
貢
献
型

社
会
貢
献
型

後
見
人
等
候
補
者

後
見
人
等
候
補
者

養
成
研
修

養
成
研
修
」」

稲
城
市
福
祉
権
利

稲
城
市
福
祉
権
利

擁
護
セ
ン
タ
ー

擁
護
セ
ン
タ
ー

「「
あ
ん
し
ん
・

あ
ん
し
ん
・いな

ぎ

い
な
ぎ
」」

■日
 
　

月　

日（
月
）

１１

３０

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

■場
 

い
な
ぎ
苑

■定
 
　

人
程
度
（
申
込
先
着
順
）

１５
■講
 

角
田　

圭
氏
（
介
護
福
祉
士
）

■申
 

電
話
〔　

月　

日（
月
）〜
〕

１１

１６

■先
 

■問
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
エ

レ
ガ
ン
ト
も
む
ら　

1　

・
５
５

３７９

０
０生

活
支
援
品
を

生
活
支
援
品
を

お
届
け
し
ま
す

お
届
け
し
ま
す

家
族
介
護
者
教
室

知知
っっ
てて
ほほ
しし
いい

介介
護護
のの
ココ
ツツ

清清
潔潔
編編

（（
入入
浴浴
、、清清
拭拭
、、更更
衣衣
））



 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ
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自治功労
表彰

　市では、市政に功労のあった方を毎年11月の市制施行記念日に併せて表彰しています。
今年は、11月2日に表彰式を実施し、自治功労表彰として市政の振興に功労のあった方
32人、一般表彰として市民の安全、地域活動の向上、文化や体育の振興に尽力された方
など9人と2団体を表彰しました。
　表彰式では、受章者一人ひとりに市長から表彰状が贈られました。表彰された方々を
紹介します。 ������������������������ ■問総務契約課総務係

　

長
く
公
務
に
従
事
し
、
市
政
の

振
興
に
功
労
の
あ
っ
た
方
で
す

（
敬
称
略
、
順
不
同
）
。

井
川　

眞
知
子
（
平
尾
）

小
俣　

治
男
（
矢
野
口
）

　

土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員

川
島　

利
一
（
東
長
沼
）

　

土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員

渡
部　

茂
男
（
矢
野
口
）

　

元
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員

松
本　

清
三
（
百
村
）

　

土
地
区
画
整
理
評
価
員

石
井　

律
夫
（
大
丸
）

　

元
稲
城
市
消
防
委
員
会
委
員

上
原　

健
次
（
坂
浜
）

　

稲
城
市
消
防
委
員
会
委
員

山
本　

英
司
（
東
長
沼
）

　

元
稲
城
市
消
防
委
員
会
委
員

竹
澤　

正
（
横
浜
市
）

　

元
稲
城
市
立
公
民
館
運
営
審
議

会
委
員

藤
森　

敬
三
（
東
長
沼
）

　

稲
城
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審

議
会
委
員

遠
藤　

三
枝
（
矢
野
口
）

　

元
稲
城
市
社
会
教
育
委
員

新
井　

昌
弘
（
押
立
）

　

元
稲
城
市
青
少
年
委
員

渡
辺　

秀
貴
（
押
立
）

　

元
稲
城
市
青
少
年
委
員

櫻
井　

健
彦
（
世
田
谷
区
）

　

稲
城
市
立
稲
城
第
四
小
学
校
学

校
医

小
田
島　

節
夫
（
川
崎
市
）

　

元
稲
城
市
立
稲
城
第
五
中
学
校

学
校
歯
科
医
・
元
保
育
園
歯
科
医

原
嶋　

利
夫
（
矢
野
口
）

　

稲
城
市
立
稲
城
第
二
小
学
校
・

稲
城
市
立
稲
城
第
七
小
学
校
学
校

歯
科
医
・
保
育
園
歯
科
医

樋
口　

達
也
（
川
崎
市
）

　

元
稲
城
市
立
稲
城
第
八
小
学
校

学
校
歯
科
医

岩
瀬　

桃
子
（
大
丸
）

　

元
稲
城
市
立
稲
城
第
一
中
学
校

学
校
薬
剤
師
・
稲
城
市
立
稲
城
第

三
小
学
校
学
校
薬
剤
師

上
原　

玉
樹
（
東
長
沼
）

　

元
稲
城
市
立
向
陽
台
小
学
校
学

校
薬
剤
師

大
國　

さ
ち
子
（
向
陽
台
）

　

元
稲
城
市
立
稲
城
第
六
中
学
校

学
校
薬
剤
師
・
稲
城
市
立
稲
城
第

一
中
学
校
学
校
薬
剤
師

城
所　

祐
而
（
矢
野
口
）

　

稲
城
市
立
稲
城
第
二
中
学
校　

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成平成 222222222222222222222222 77777777777777777777777727年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市 政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政 功功功功功功功功功功功功功功功功功功功功功功功功 労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労 者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者 をををををををををををををををををををををををを 表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表 彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰市 政 功 労 者 を 表 彰
平平成成2277年年度度

市市 政政 功功 労労 者者 をを 表表 彰彰

　

元
市
議
会
議
員

川
島　

保
之
（
東
長
沼
）

　

元
市
議
会
議
員

佐
脇　

博
吏
（
大
丸
）

　

元
市
議
会
議
員

田
中　

繁
夫
（
押
立
）

　

元
市
議
会
議
員

原
田　

悦
夫
（
矢
野
口
）

　

元
市
議
会
議
員

石
井　

信
治
（
大
丸
）

　

土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員

岩
田　

至
通
（
多
摩
市
）

　

土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員

学
校
薬
剤
師

（
故
）島
田　

家
子
（
矢
野
口
）

　

元
稲
城
市
立
稲
城
第
一
小
学
校

学
校
薬
剤
師

村
田　

勇
吉
（
長
峰
）

　

元
稲
城
市
立
城
山
小
学
校
学
校

薬
剤
師

奈
良
部　

義
彦
（
東
長
沼
）

　

元
行
政
連
絡
員

山
本　

脩
（
大
丸
）

　

行
政
連
絡
員

�
水　

和
男
（
坂
浜
）

　

元
保
護
司

▲後列左から　小俣　治男さん、川島　利一さん、松本　清三さん、石井　律夫さん、
　　　　　　　上原　健次さん、山本　英司さん、竹澤　正さん（代理）
　前列左から　井川　眞知子さん、佐脇　博吏さん、田中　繁夫さん、原田　悦夫さん、
　　　　　　　石井　信治さん、岩田　至通さん

▲後列左から　岩瀬　桃子さん、城所　祐而さん、奈良部　義彦さん、山本　脩さん、�水　和男さん
　前列左から　藤森　敬三さん、遠藤　三枝さん、新井　昌弘さん、櫻井　健彦さん、
　　　　　　　小田島　節夫さん、原嶋　利夫さん



凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

（5）　代表電話は042－378－2111
　

市
民
の
安
全
、
地
域
活
動
の
向

上
、
文
化
や
体
育
の
振
興
な
ど
に

尽
く
さ
れ
た
方
で
す
（
敬
称
略
、

▽
東
京
都
知
事
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
高
〕

　

小
山　

誉
氏
（
矢
野
口
）

○
野
菜
の
部
〔
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
・

オ
レ
ン
ジ
美
星
〕

　

馬
場　

節
子
氏
（
平
尾
）

○
植
木
･ 
花  
卉 
･
盆
栽
の
部
〔
植

か 

き

木
・
モ
ッ
コ
ク
〕

　

伊
藤　

幹
男
氏
（
坂
浜
）

▽
稲
城
市
長
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
高
〕

　

城
所　

貞
夫
氏
（
矢
野
口
）

○
野
菜
の
部
〔
大
根
・
献
夏　

号
〕

３７

　

市
村　

忠
雄
氏
（
坂
浜
）

○
植
木
･
花
卉
･
盆
栽
の
部
〔
植

木
・
姫
シ
ャ
ラ
〕

　

伊
藤　

幹
男
氏
（
坂
浜
）

○ 
茸 
の
部
〔
椎
茸
ほ
だ
木
・
富
士

き
の
こ

種
菌
Ｆ－

　

〕
２０６

　

�
野　

澄
子
氏
（
若
葉
台
）

▽
稲
城
市
議
会
議
長
賞

○
野
菜
の
部
〔
里
芋
・
土
垂
〕

　

内
田　

竹
彦
氏
（
百
村
）

▽
稲
城
市
農
業
委
員
会
長
賞

○
野
菜
の
部
〔
ナ
ス
・
千
両
２
号
〕

　

小
山　

正
男
氏
（
矢
野
口
）

▽
東
京
都
産
業
労
働
局
長
賞

○
植
木
・
花
卉
・
盆
栽
の
部
〔
植

木
・
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
〕

　

伊
藤　

幹
男
氏
（
坂
浜
）

▽
東
京
都
農
業
振
興
事
務
所
長
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
高
〕

　

小
山　

美
智
子
氏
（
矢
野
口
）

▽
東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
高
〕

　

石
田　

洋
一
氏
（
東
長
沼
）

▽
東
京
都
農
業
協
同
組
合
中
央
会

長
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
高
〕

　

川
崎　

賢
吾
氏
（
押
立
）

▽
東
京
都
農
業
共
済
組
合
長
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
高
〕

　

村
山　

壯
雄
氏
（
東
長
沼
）

▽
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
東

京
都
本
部
長
賞

○
果
実
の
部
〔
柿
・
東
京
御
所
〕

　

笹
久
保　

栄
人
氏
（
矢
野
口
）

▽
東
京
都
南
多
摩
農
業
改
良
普
及

事
業
協
議
会
長
賞

○
果
実
の
部
〔
キ
ウ
イ
・
ジ
ャ
ン

ボ
イ
エ
ロ
ー
〕

　

石
川　

真
理
子
氏
（
坂
浜
）

▽
Ⅰ
の
ま
ち
い
な
ぎ
市
民
祭
第
45

回
稲
城
市
産
業
ま
つ
り
実
行
委
員

会
委
員
長
賞

○
果
実
の
部
〔
柿
・
東
京
御
所
〕

　

福
島　

利
光
氏
（
百
村
）

○
野
菜
の
部
〔
キ
ャ
ベ
ツ
・
監
天
〕

　

馬
場　

正
吉
氏
（
平
尾
）

○
植
木
・
花
卉
・
盆
栽
の
部
〔
植

木
・
南
天
〕

　

伊
藤　

幹
男
氏
（
坂
浜
）

▽
東
京
都
果
実
生
産
団
体
協
議
会

長
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
興
〕

　

杉
本　

康
雄
氏
（
押
立
）

▽
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合

会
東
京
都
本
部
長
賞

○
野
菜
の
部
〔
甘か

ん

   
 
薯 ・
紅
あ
ず
ま
〕

し
ょ

　

市
村　

忠
雄
氏
（
坂
浜
）

▽
東
京
都
農
業
改
良
普
及
事
業
協

議
会
長
賞

○
野
菜
の
部
〔
ご
ぼ
う
・
柳
川
理

想
〕

　

内
田　

英
樹
氏
（
百
村
）

▽
東
京
南
農
業
協
同
組
合
代
表
理

事
組
合
長
賞

○
野
菜
の
部
〔
小
松
菜
・
な
な
み
〕

　

阿
川　

健
一
氏
（
坂
浜
）

▽
稲
城
の
梨
生
産
組
合
長
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
高
〕

　

森　

公
一
氏
（
東
長
沼
）

▽
東
京
南
農
業
協
同
組
合
稲
城
地

区
野
菜
部
会
長
賞

○
野
菜
の
部
〔
ネ
ギ
・
光
の
剣
〕

　

馬
場　

正
吉
氏
（
平
尾
）

▽
東
京
都
椎
茸
生
産
組
合
連
合
会

長
賞

○
茸
の
部
〔
生
椎
茸
・
富
士
種
菌

Ｆ－

　

〕
２０６

　

�
野　

廉
明
氏
（
若
葉
台
）

▽
稲
城
市
特
殊
林
産
生
産
組
合
長

賞○
茸
の
部
〔
生
椎
茸
・
富
士
種
菌

Ｆ－

　

〕
２０６

　

�
野　

澄
子
氏
（
若
葉
台
）

▽
東
京
都
信
用
農
業
協
同
組
合
連

合
会
長
賞

○
植
木
・
花
卉
・
盆
栽
の
部
〔
植

木
・
常
緑
山
ボ
ウ
シ
〕

　

伊
藤　

幹
男
氏
（
坂
浜
）

▽
東
京
都
植
木
農
業
協
同
組
合
代

表
理
事
組
合
長
賞

○
植
木
・
花
卉
・
盆
栽
の
部
〔
植

木
・
ザ
ク
ロ
〕

　

木
村　

敏
幸
氏
（
押
立
）

▽
稲
城
市
植
木
花
卉
生
産
振
興
会

長
賞

○
植
木
・
花
卉
・
盆
栽
の
部
〔
盆

栽
・
姫
シ
ャ
ラ
〕

　

伊
藤　

幹
男
氏
（
坂
浜
）

　

Ⅰ
の
ま
ち　

い
な
ぎ
市
民
祭
「
第　

回
稲
城
市
産
業
ま
つ

45

り
」
で
、
農
産
物
品
評
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
品
評
会
で
は

出
品
さ
れ
た　

点
の
中
か
ら
、
東
京
都
知
事
賞
な
ど　

点
が

238

30

優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ｉ
 
Ｉ 
の
ま
ち

い
な
ぎ
市
民

の
ま
ち　

い
な
ぎ
市
民

あ
い

祭
 
祭 

ま
つ
り

第第　

回
稲
城
市
産
業
ま
つ
り

回
稲
城
市
産
業
ま
つ
り

4545農農
産産
物物
品品
評評
会会
受受
賞賞
者者

■問
 

経
済
観
光
課
農
政
係

経
済
観
光
課
農
政
係

　

金
員
の
寄
附

株
式
会
社　

冨
永
農
場
（
坂
浜
）

　

金
員
の
寄
附

冨
永　

重
芳
（
静
岡
県
）

　

金
員
の
寄
附

野
村
不
動
産
株
式
会
社（
新
宿
区
）

　

土
地
の
寄
附

宮
田　

フ
ジ
（
平
尾
）

　

地
域
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動

徳

行

戸
田　

昭
夫
（
大
丸
）

社
会
体
育
功
労

安
全
対
策
功
労

井
上　

タ
カ
子
（
坂
浜
）

　

稲
城
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
会
長

亀
山　

裕
代
（
平
尾
）

　

多
摩
稲
城
防
犯
協
会
役
員

▲後列左から　中村　眞人さん、栗原　サキ子さん、千木良　富士枝さん、
　　　　　　　（株）冨永農場（代理）、冨永　重芳さん（代理）、宮田　フジさん
　前列左から　井上　タカ子さん、亀山　裕代さん、戸田　昭夫さん、内田　漢さん

　

稲
城
市
軟
式
野
球
連
盟
役
員

内
田　

漢
（
大
丸
）

　

稲
城
市
空
手
道
連
盟
役
員
・
理

事
長

中
村　

眞
人
（
平
尾
）

　

稲
城
市
弓
道
連
盟
役
員
・
会
長

順
不
同
）
。

栗
原　

サ
キ
子
（
府
中
市
）

　

金
員
の
寄
附

千
木
良　

富
士
枝
（
東
長
沼
）

一般表彰

▲東京都知事賞
　植木・花卉・盆栽の部
　「植木・モッコク」

▲東京都知事賞果実の部
　「梨・新高」

▲東京都知事賞野菜の部
　「カリフラワー・オレンジ美星」



27・11・15 代表電話は042－378－2111　（6）

 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

月

日
〜

月
1
日
は
犯
罪
被
害
者
週
間
で
す

11

25

１2

犯
罪
被
害
者
週
間
で
は
、
犯
罪
被
害
者
等
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
名
誉
、
生
活
の
平
穏
へ
の
配
慮
の
重
要
性
等
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
■問
 

総
務
契
約
課
総
務
係

　

市
で
は
、
市
民
生
活
の
安
定
を

目
的
に「
市
民
く
ら
し
の
相
談（
左

紹紹
介介
しし
まま
すす

青
少
年
育
成

青
少
年
育
成

地
区
委
員
会

地
区
委
員
会

　

青
少
年
育
成
地
区
委
員
会
は
、

青
少
年
の
健
全
育
成
、
非
行
化
防

止
運
動
、
地
域
住
民
へ
の
広
報
・

啓
発
活
動
・
地
域
の
諸
団
体
と
の

連
携
等
、
幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ

て
活
動
し
て
お
り
、
現
在
は　

地
１０

区
の
地
区
委
員
会
が
活
発
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

異
年
齢
の
子
ど
も
達
が
、
様
々

な
体
験
を
す
る
場
と
し
て
、
次
の

よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
各
地
区
の
主
な
活
動

盆
踊
り
・
運
動
会
・ 
塞 
の
神
等
の

さ
い

地
域
行
事
、
稲
城
ふ
れ
あ
い
の
森

等
で
の
キ
ャ
ン
プ
、
農
業
体
験
、

ラ
ジ
オ
体
操
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

子
ど
も
た
ち
も
大
人
も
楽
し
め

　

今
年
で
５
回
目
と
な
る
矢
野

口
駅
前
き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
タ
は

多
く
の
方
で
賑
わ
う
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■日
 
　

月
５
日（
土
）

１２
※
雨
天
中
止

※
中
止
の
際
は
、
稲
城
市
メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■時
 

午
後
４
時
〜

■場
 

矢
野
口
駅
ロ
ー
タ
リ
ー

■内
 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
、

キ
ャ
ン
ド
ル
作
成
・
点
灯
、
ヴ

ェ
ル
デ
ィ
君
・
稲
城
な
し
の
す

け
の
参
加
、
稲
城
第
四
中
学
校

吹
奏
楽
部
生
徒
に
よ
る
「
演

奏
」
、
矢
野
口
地
区
委
員
会
子

ど
も
会
に
よ
る「
応
援
ダ
ン
ス
」

■問
 

区
画
整
理
課
南
武
線
・
三
駅

整
備
係

金
曜
サ
ロ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル

第第

回回

車車
中中
泊泊
でで

110055
夢夢
とと
地地
域域
がが
見見
ええ
るる

　

道
の
駅
を
中
心
に
日
本
中
を
車

で
旅
を
し
て
き
た
宮
路
さ
ん
が
、

旅
の
楽
し
さ
を
お
話
し
し
ま
す
。

■日
 
　

月
４
日（
金
）

１２
■時
 

午
後
７
時
〜
９
時

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

い
な
ぎ
市
民
活
動

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５

食食
べべ
てて
つつ
なな
がが
るる

納期限
11月30日（月）

国民健康保険税
（第5期）

安心！納税！口座振替 ! !
■問 収納課

表
）

③
ト
ー
ク
カ
フ
ェ

■時
 

午
後
２
時　

分
〜
４
時　

分

４０

３０

■内
 

そ
れ
ぞ
れ
の
食
卓
の
思
い
出
や
、

食
べ
て
つ
な
が
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
を
話
し
合
い
ま
す
。

◆
共
通
事
項

■費
 
　

円
（
①
②
③
合
わ
せ
て
）

３００
※
①
の
軽
食
代
は
別
途

■申
 

電
話
、
メ
ー
ル

※
当
日
参
加
の
場
合
は
、
①
で
受

け
付
け
ま
す
。

■先
 

■問
 

1　
・
２
１
１
２
、
� info

３７８

@
i

‐ inagi

‐ support.org

　

生
垣
の
設
置
費
用
と
既
存
ブ
ロ

ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

　

生
垣
は
敷
地
の
道
路
に
接
す
る

部
分
に
開
放
的
な
緑
の
空
間
を
創

出
し
、
大
気
浄
化
、
美
的
景
観
、

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
食

に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
つ
な
が
り
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。

■日
 
　

月
６
日（
日
）

１２
■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

①
カ
フ
ェ
タ
イ
ム

■時
 

正
午
〜
午
後
１
時

■内
 

軽
食
（
有
料
ま
た
は
持
ち
込
み

可
）
を
食
べ
な
が
ら
気
軽
に
お
し

ゃ
べ
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

②
講
演
会

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分

１０

３０

▽
テ
ー
マ
「
学
校
で
も
、
家
庭
で

も
な
い
、
そ
の
二
つ
を
結
ぶ
地
域

活
動
」

■講
 

大
村　

み
さ
子
氏
（
子
ど
も
村

中
高
生
ホ
ッ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
代

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰ
ＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ
法法法法法法法法法法法法法
人人人人人人人人人人人人人

市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民
活活活活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動
サササササササササササササ
ポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトト

セセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーー
いいいいいいいいいいいいい
ななななななななななななな
ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ

■問
 

1　

・
2
1
1
2

378

市
民
市
民く

ら
し
の

く
ら
し
の
相
談
相
談

■問
 

市
民
協
働
課
市
民
生
活
係

市
民
協
働
課
市
民
生
活
係

矢
野
口
駅
前

矢
野
口
駅
前

き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
タ

き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５

２
０
１
５

冬
の
風
物
詩
を

冬
の
風
物
詩
を
開
催
し
ま
す

開
催
し
ま
す

防
火
な
ど
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
は
、

地
震
な
ど
に
よ
る
災
害
の
発
生
を

防
止
す
る
こ
と
に
も
有
効
で
す
。

■対
 

次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と

①
新
た
に
生
垣
を
設
置
す
る
こ
と

（
既
存
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
撤
去

し
て
生
垣
に
す
る
場
合
も
含
む
）

②
生
垣
用
樹
木
の
高
さ
が
お
お
む

ね　

㎝
以
上
あ
る
こ
と

８０
③
生
垣
の
総
延
長
が
３
ｍ
以
上
で

あ
る
こ
と

④
道
路
に
面
し
、
道
路
の
幅
が
４

ｍ
以
上
で
あ
る
こ
と

※
必
ず
工
事
を
行
う
前
に
申
請
を

し
、
市
か
ら
の
交
付
決
定
後
に
工

事
着
手
を
し
て
く
だ
さ
い
。
工
事

中
や
工
事
完
了
後
で
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
補
助
申
請
を
す
る
前
に
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
補
助
金
額

①
生
垣
の
新
設
工
事
費
＝
１
ｍ
当

た
り
８
千
円

②
既
存
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去

費
＝
１
ｍ
当
た
り
５
千
円

※
①
②
の
補
助
対
象
は
各　

ｍ
ま

３０

で
で
す
。

■問
 

土
木
課
緑
と
公
園
係

表
参
照
）
」
を
実
施
し
て
い
ま
す

（
相
談
無
料
、
個
人
の
秘
密
厳

守
）
。

※
日
程
等
を
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
「
広
報
い
な
ぎ
」

医
療
・
相
談
あ
ん
な
い（
最
終
面
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

予約方法など時間（定員）相談日相談員相談の内容相談の種類
電話1378－2286（予約専用、前
日の午前8時30分～）
※第2日曜日は、前週金曜日午前8時
30分から受け付けます。

午前9時～正午
（定員5人／1人30分）

毎月
第1・3・4火曜日
第1・2・3・4木曜日
第2日曜日弁護士

離婚問題、遺産相続、土地・家屋
の賃貸借問題、金銭の貸し借り、
自己破産など法律的問題

法律相談
※1案件につき1回

電話1378－2286（予約専用、随
時）

午前9時～11時30分
（定員3人／1人50分）毎月第2火曜日被害者・加害者の損害賠償の問題、

示談の方法、保険の手続きなど交通事故相談

電話1378－2286（予約専用、前
日まで）

午後1時30分
～4時30分

（定員3人／1人60分）
毎月第1・3金曜日法務省人権擁護委員

夫婦・家族の間での不和や争い、
近所トラブルなど、人権侵害に関
わること

人権・身の上相談

午後1時30分
～4時30分

（定員4人／1人40分）

毎月第2火曜日総務省行政相談委員国や独立行政法人等の仕事につい
ての苦情や疑問など行政相談

電話1378－2286（予約専用、前
日の午前8時30分～）

毎月第3火曜日東京都行政書士会府
中支部会員

離婚、相続、遺言、契約など、く
らしの中で生じる書類の作成、手
続きに関すること

遺言書作成など
くらしの書類作成相談

毎月第2・4水曜
日

東京都宅地建物取引
業協会府中稲城支部
会員・東京都不動産
鑑定士協会会員

不動産の契約更新・解除、アパー
トの立退料・家賃の値上げ、土地
の価格や不動産の売買・交換、地
代・更新料など

不動産相談

毎月第2木曜日東京司法書士会多摩
支部会員

土地建物の名義変更など登記に関
すること

不動産の相続、贈与等の
登記相談

毎月第3木曜日東京税理士会日野支
部会員

相続税、贈与税、所得税など税金
に関すること税務相談

電話1378－2286（予約専用）
※第1水曜日は前月25日まで、第3水
曜日は当月10日まで受け付けます。

毎月第1・3水曜日稲城市住宅リフォー
ム協議会会員

住まいの修繕・増改築などリフォ
ームに関すること住宅リフォーム相談

電話（1378－3738）
または来室により相談

午前10時～正午、
午後1時～3時毎週月～金曜日消費生活専門相談員不当請求、訪問販売など、消費者

トラブルに関すること消費者相談

人権相談

問い合わせ相談担当・
電話番号時間相談日

相
談
名

公益財団法人東
京都人権啓発セ
ンター
103－
3871－0212

弁護士による電話法
律相談
（10分程度、無料）
103－5808－0906
103－5808－0907

午後5時～8時12月10日
（木）

夜
間
人
権　
　

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

東京法務局八王
子支局（八王子
市南大沢2－27
フレスコ南大沢
11階）
1042－
670－6240

法務局職員または人
権擁護委員による面
談または電話相談
（人権相談ダイヤル）
10570－003－110

午前8時30分
～午後5時15分

月～金曜
日
※祝日、
年末年始
を除く。

常
設
人
権
相
談
所

稲城市市民協働
課市民生活係下表（「市民くらしの相談」）参照

人
権
・
身
の
上
相
談

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
「
世
界
人
権
宣

言
」が
採
択
さ
れ
た　

月　

日（
人

１２

１０

権
デ
ー
）
ま
で
の
１
週
間
を
「
人

権
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
身

近
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
（
下
表
参
照
）。

■問
 

総
務
契
約
課
総
務
係

12月4日～10日
身近なことから身近なことから
考えよう考えよう

人 権 週 間人 権 週 間

生生
垣垣
づづ
くく
りり
をを

補補
助助
しし
まま
すす

▲稲城ふれあいの森でのテント設
営作業の様子

る
活
動
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

児
童
青
少
年
課
青
少
年
係

■講
 

宮
路　
 
文  
子 
氏
（
大
丸
在
住
）

あ
や 
こ

稲城市青少年育成地区委員会
正副委員長会名簿

副委員長委員長地区
根岸　瑞代、種田　匡延　原田　　諭矢野口

石橋　良生、渕名　元規、
奈良部勝将、千葉　寿之◎高松　繁行東長沼

清水　弘美、名取　裕明　藤野　邦夫大　丸

五十嵐光則、塩崎　哲史、
塩崎　一代　平海　孝志百　村

清水　隆男、榎本　　篤　加藤　芳之坂　浜

小野瀬広志、鈴木　恵吾　白井　　隆平　尾

清水　政志、須崎　直子、
坂上　雅代　伴　　幸起押　立

小山由紀子、小越　和宏、
橋　　謙太、石森　康友　川迫　悦郎向陽台

田中　洋子、永井　俊道　竹中　政明長　峰

高田　秀子、千葉　俊二、
穂積　洋一　高瀬　徳子若葉台

◎は正副委員長会の会長です。
▲

塞
の
神
（
坂
浜
）



（7）　代表電話は042－378－2111 27・11・15

凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

眼
科
外
来
休
診
の
お
知
ら
せ

社会福祉社会福祉
協議会協議会
からから

　

「
が
ん
」
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
の
た
め
に
は
、
「
症
状
が
な

く
て
も
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受

け
る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

■対
 

昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
生
ま

５６

れ
の
方

※
原
則
１
年
度
に
１
回
の
受
診

※
胃
等
の
手
術
を
し
た
方
、
治
療

中
の
方
、
腎
疾
患
・
心
疾
患
で
水

分
制
限
の
あ
る
方
、
妊
娠
中
の
方

を
除
く
。

■日
 

平
成　

年
１
月　

日（
土
）

２８

２３

■時
 

午
前
７
時　

分
〜
正
午

４５

※
時
間
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
）
検
査

■対
 

感
染
の
機
会
か
ら　

日
経
過
し

６０

た
方

■日
 

検
査
＝　

月
１
日（
火
）、
結
果

１２

説
明
＝　

月
８
日（
火
）

１２

■時
 

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
５
時

■場
 

南
多
摩
保
健
所
１
階

■定
 
　

人
（
会
場
先
着
順
）

３０
■内
 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
）
検
査
（
他

に
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
梅
毒
・
淋
菌
も

同
時
に
検
査
可
能
）

■問
 

南
多
摩
保
健
所
保
健
対
策
課
感

　

あ
な
た
の
健
康
・
生
活
を
よ
り

良
く
す
る
た
め
に
、
日
常
生
活
の

中
に
結
び
つ
く
疑
問
を
保
健
師
・

管
理
栄
養
士
に
相
談
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

健
康
相
談

■日
 

毎
月　

第
１
・
３
火
曜
日

■時
 

①
午
前
９
時　

分
②
午
前　

時

３０

１０

　

分
３０（

各
相
談　

分
程
度
）

３０

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

栄
養
相
談

■日
 

毎
月　

第
２
・
３
火
曜
日

■時
 

①
午
前
９
時　

分
②
午
前　

時

１０

１０

③
午
前　

時
１１

　

お
子
さ
ん
の
発
達
に
合
わ
せ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン

ト
や
こ
と
ば
の
育
ち
に
大
切
な
こ

と
を
専
門
家
が
分
か
り
や
す
く
お

話
し
し
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
３
歳
以

下
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

■日
 
　

月　

日（
火
）

１２

１５

■時
 

午
前　

時
〜　

時
（
受
付
＝
午

１０

１１

前
９
時　

分
〜
）

４０

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

■定
 
　

組
（
申
込
先
着
順
）

３０
■講
 

石
川　

侑
香
氏
（
島
田
療
育
セ

ン
タ
ー　

言
語
聴
覚
士
）

■申
 

電
話
〔　

月　

日（
月
）〜
〕

１１

１６

　

予
約
不
要
で
す
。
ど
な
た
で
も

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■日
 

■場
 
　

月　

日（
土
）・
矢
野
口
駅

１１

１４

改
札
前
、　

月　

日（
土
）・
若
葉

１１

２８

台
駅
改
札
前

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
１
時

１０

■内
 

健
康
チ
ェ
ッ
ク
等

■対
 

生
後
１
カ
月
〜
６
カ
月
の
乳
児

を
持
つ
両
親
及
び
祖
父
母

■日
 
　

月　

日（
水
）

１１

２５

■時
 

午
後
２
時
〜
４
時

■場
 

市
立
病
院
本
館
３
階
講
義
室

■費
 

一
家
族　

円
７００

■申
 

電
話

※
詳
細
は
「
稲
城
市
立
病
院
」 　 HP

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
 

看
護
部
長
室

　

無
料
で
人
権
相
談
を
行
い
ま
す
。

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■日
 
　

月　

日（
月
）〜　

日（
日
）

１１

１６

２２

■時
 

平
日
＝
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

７
時
、
土
・
日
曜
日
＝
午
前　

時
１０

〜
午
後
５
時

▽「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」 

1
０
５
７
０
・　

・　
０７０

８１０

▽
電
話
相
談
担
当
者　

人
権
擁
護

都
立
桜
ヶ
丘
公
園

ど
ん
ぐ
り
祭
り　

■日
 
　

月
５
日（
土
）

１２
■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

※
小
雨
決
行

▽
集
合
場
所　

都
立
桜
ヶ
丘
公
園

「
さ
と
や
ま
く
ら
ぶ
」
前
広
場

■内
 

工
作
コ
ー
ナ
ー
（
ど
ん
ぐ
り
ク

ラ
フ
ト
作
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
作
り
、
竹
笛
作
り
な
ど
）
、
落

ち
葉
の
プ
ー
ル
、
焼
き
芋
な
ど

※
各
工
作
コ
ー
ナ
ー
及
び
焼
き
芋

は
材
料
が
無
く
な
り
次
第
終
了

■問
 

桜
ヶ
丘
公
園
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー　

1　

・　

・
１
２
４
０

０４２

３７５

受
講
者
募
集

 
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

■対
 
　

歳
以
上
の
方

１８
■日
 
　

月
８
日（
火
）・
９
日（
水
）

１２
■時
 

午
前
９
時　

分
〜
正
午

１５

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
３
階

■定
 

５
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

ご
活
用
く
だ
さ
い

 
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動助成

事
業

　

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
よ
り

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

■定
 
　

人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

５０
選
）

■内
 

問
診
、
バ
リ
ウ
ム
に
よ
る
胃
部

エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
検
査

■費
 

１
３
７
０
円

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が
１

割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
、
２

４５０

割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
（
保

９１０

険
証
な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
）

※
詳
細
は
、
申
込
後
、
郵
送
さ
れ

る
受
診
決
定
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■申
 

郵
送
（
は
が
き
・
封
書
）、「
東

京
共
同
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ

ス
」 　 
（
携
帯

HP

電
話
の
場
合
は

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
）
、
窓
口
で

専
用
用
紙
に
記

入
（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
記
入
例
を
参
照

■限
 
　

月　

日（
水
）必
着

１１

２５

※
抽
選
結
果
は
、
２
週
間
前
ま
で

胃がん検診希望
平成28年1月23日（土）

実施分
1．氏名（フリガナ）
2．生年月日（年齢）
3．住所
4．電話番号
5．前回検診年月日
　 （分かる範囲で）

▲申込記入例

稲
城
Ｓ
Ｕ
Ｎ　

Ｇ
Ｏ（
産
後
）

ク
ラ
ブ

〜
産
後
の
育
児
相
談
＆
ヨ
ガ

看
護
師
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

駅
前
の
保
健
室

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

電
話
に
よ
る

女
性
の
た
め
の
人
権
相
談

市
内
で
寄
せ
ら
れ
る
募
金
を
財
源

に
、
福
祉
活
動
を
行
う
団
体
な
ど

に
助
成
を
行
い
ま
す
。

※
詳
細
は
申
請
要
項
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

た
す
け
あ
い
助
成

▽
助
成
対
象　

当
事
者
団
体
（
障

害
者
手
帳
な
ど
の
所
持
者
や
支
援

を
要
す
る
当
事
者
が
中
心
と
な
っ

て
活
動
し
て
い
る
法
人
格
を
持
た

な
い
会
員
数
５
人
以
上
の
団
体
）

▽
助
成
内
容　

平
成　

年
度
の
団

２８

体
活
動
経
費

▽
助
成
金
額　

５
万
円
ま
で

地
域
の
福
祉
活
動
助
成

▽
助
成
対
象　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
社
会
福
祉
法

人
、
自
治
会
な
ど
（
法
人
格
の
有

無
を
問
い
ま
せ
ん
）

▽
助
成
種
別

　

事
業
助
成

（１）①
団
体
に
よ
る
当
事
者
を
支
援
す

る
事
業
（
講
習
会
、
講
演
会
、
体

験
学
習
、
交
流
事
業
、
啓
発
事
業

な
ど
）

②
団
体
に
よ
る
地
域
福
祉
の
視
点

が
盛
り
込
ま
れ
た
事
業（
学
習
会
、

研
修
会
、
交
流
活
動
、
支
え
あ
い

活
動
な
ど
）

③
自
治
会
な
ど
に
よ
る
地
域
福
祉

の
視
点
が
盛
り
込
ま
れ
た
事
業（
見

守
り
活
動
、
支
え
あ
い
活
動
、
サ

ロ
ン
活
動
な
ど
）

※
自
治
会
員
及
び
不
特
定
の
地
域

住
民
両
方
を
対
象
と
す
る
も
の
に

限
る
。

　

特
別
助
成

（２）
　

緊
急
の
理
由
に
よ
り
、
自
己
資

金
の
調
達
が
困
難
な
団
体
に
助
成

し
ま
す
。

▽
助
成
金
額　
　

万
円
ま
で
（　

１０

（１）

の
事
業
助
成
は
、
団
体
の
自
己
負

担
が　

％
以
上
必
要
）

２０

■申
 

所
定
の
申
請
書
及
び
必
要
書
類

を
提
出

※
申
請
要
項
及
び
申
請
書
は
「
稲

城
市
社
会
福
祉
協
議
会
」 　 
で
入

HP

手
可

■限
 
　

月　

日（
木
）

１２

２４

■先
 

■問
 

東
京
都
共
同
募
金
会
稲
城
地

区
配
分
推
せ
ん
委
員
会
事
務
局（
稲

城
市
社
会
福
祉
協
議
会
）
〒　

・
２０６

　

稲
城
市
百
村
７　

1　

・
３
８

０８０４

３７８

０
０　

5　

・
４
９
９
９

３７８

▲篠崎誠一会長

■内
 

年
賀
状
作
成
（
宝
島
社
）

※
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ　

搭
載
ノ
ー

８.１

ト
Ｐ
Ｃ
使
用

■費
 

３
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

※
講
習
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、
最

寄
り
の
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
チ

ラ
シ
ま
た
は
「
稲
城
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
」 　 
等
を
ご
覧
く

HP

だ
さ
い
。

■申
 

往
復
は
が
き
で
郵
送
〔
必
要
事

項
①
住
所
②
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）

③
年
齢
④
性
別
⑤
電
話
番
号
〕

■限
 
　

月　

日（
日
）必
着

１１

２２

■先
 

■問
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
パ

ソ
コ
ン
講
習
会
係
（
〒　

・　

稲

２０６

０８０２

城
市
東
長
沼
２
１
１
２
の
１
）

■場
 
第
２
火
曜
日
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
、

第
３
火
曜
日
＝
オ
ー
エ
ン
ス
健
康

プ
ラ
ザ

◆
共
通
事
項

■申
 

電
話
（
相
談
日
前
日
ま
で
）

※
相
談
は
予
約
順

委
員
及
び
東
京
法
務
局
職
員

■問
 

東
京
法
務
局
第
三
課　

1　

・
０３

５
２
１
３
・
１
２
３
４

■日
 
　

月　

日（
土
）

１１

２８

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
２
時

１０

■場
 

稲
城
第
一
中
学
校
体
育
館
及
び

福
祉
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

■内
 

バ
ザ
ー
（
衣
類
、
贈
答
品
、
手

作
り
品
、
日
用
雑
貨
な
ど
）
、
模

擬
店
（
食
べ
物
）

■問
 

社
会
福
祉
協
議
会　

1　

・
３

３７８

８
０
０

開
催
し
ま
す

 
歳
末
た
す
け
あ
い
バ
ザ
ー

■問1377・0931

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

　

次
の
日
程
は
眼
科
の
外
来
診
療

を
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■日
 
　

月
４
日（
金
）終
日

１２
■問
 

医
事
課
外
来
係

※　

月
〜
３
月
は
市
立
病
院
で
実

１２
施
し
ま
す
。
詳
細
は
広
報
い
な
ぎ

　

月
１
日
号
ま
た
は
「
稲
城
市
立

１２病
院
」 　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP

■問
 

看
護
部
長
室

染
症
対
策
係　

1　

・　

・
７
６

０４２

３７１

６
１

に
申
込
者
全
員
に
郵
送
し
ま
す
。

※
市
立
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー
で
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

土
曜
日
に
実
施
し
ま
す
！

土
曜
日
に
実
施
し
ま
す
！

胃
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診

（
検
診
車
に
よ
る

（
検
診
車
に
よ
る

集
団
検
診

集
団
検
診
））

　

危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
よ
る
事

件
・
事
故
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
年
は
「
危
険
ド

ラ
ッ
グ
と
闘
お
う
！
」
を
テ
ー

マ
に
麻
薬
・
覚
醒
剤
乱
用
防
止

運
動
都
民
大
会
を
実
施
し
ま

す
。

■日
 
　

月　

日（
日
）

１１

２９

■時
午
後
１
時
〜
３
時　

分
３０

■場
 

都
民
ホ
ー
ル
（
新
宿
区
西
新

宿
２
の
８
の
１
）

■問
 

東
京
都
福
祉
保
健
局
薬
務
課 

1　

・
５
３
２
０
・
４
５
０
４

０３
知
事
感
謝
状
贈
呈

　
　

月　

日
に
、
東
京
都
薬
物

１０

２７

乱
用
防
止
推
進
稲
城
市
地
区
協

議
会
会
長
の
篠
崎
誠
一
氏
が
薬

物
乱
用
防
止
推
進
活
動
に
寄
与

し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
知
事

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

シルバー
人材
センター

■問 1377・2212

健
康
・

健
康
・栄養

相
談

　
 
栄
養
相
談

先　問 
稲城市保健センター 
〒206・0804 
稲城市百村112の1 
1378・3421

みんなの健康 みんなの健康 

発
達
支
援
講
座

発
達
支
援
講
座

親
子
で
楽
し
む

親
子
で
楽
し
む

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
こ
と
ば
の
育
ち

と
こ
と
ば
の
育
ち

　

月
1
日
〜

月
1
日
〜　

月月　

日日

1010

1111

3030

平
成

年
度

平
成　

年
度

2727

麻
薬
・
覚
醒
剤

麻
薬
・
覚
醒
剤

乱
用
防
止
運
動

乱
用
防
止
運
動



27・11・15 代表電話は042－378－2111　（8）

広報いなぎは再生紙を使用しています。 

休
日
・
夜
間
救
急
の
医
療
機
関
案
内　

東
京
都
医
療
機
関
案
内
サ
ー
ビ
ス
「
ひ
ま
わ
り
」　

1　

・
5
2
7
2
・
0
3
0
3　
 　
 http://w

w
w
.him

aw
ari.m

etro.tokyo.jp/ 　

■問
 

警
防
課
救
急
係　

1　

・
7
1
1
9

03

HP

377

新しいＣ型肝炎の
治療について

■問 稲城市保健センター　1378－3421

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第22222222222222222222部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNoooooooooooooooooooo....................333333333333333333339999999999999999999900000000000000000000第2部No.390

11月15日～12月1日 医療・相談あんない 医療・相談あんない 

【休日開庁】 開庁時間＝午前8時30分～正午、午後1時～5時
開庁窓口実施日

市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、課税課、収納課　　　　　　　　　　　　　
※収納課が担当する過年度分の税外債権（料金）の納付書の再発行、相談等は行いません。28日（土）

　

Ｃ
型
肝
炎
は
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て
発
症
し

ま
す
。
全
国
で
約　

万
人
が
感

２００

染
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
感
染
に
気
付
か
な
い
ま
ま

肝
硬
変
、
肝
細
胞
癌
に
な
っ
て

初
め
て
診
断
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
一
度
は
Ｃ
型
肝
炎

の
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

　

さ
て
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
を

駆
除
す
る
治
療
は
こ
れ
ま
で
注
射

薬
と
内
服
薬
の
組
み
合
わ
せ
で
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
年
齢
、
様

々
な
持
病
の
影
響
等
で
治
療
が
受

け
ら
れ
な
い
方
が
い
た
こ
と
も
事

実
で
す
。

　

し
か
し
、
昨
年
か
ら
注
射
薬
を

使
用
せ
ず
、
内
服
薬
の
み
で
高
率

（　

％
以
上
）
に
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ

９０
ル
ス
の
駆
除
が
で
き
る
治
療
が
行

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
年

に
な
っ
て
か
ら
も
新
薬
が
登
場
し

て
い
ま
す
。

　

治
療
に
使
用
す
る
薬
剤
は
Ｃ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
型
（
１
型
、
２

型
）
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

治
療
期
間
は　

〜　

週
間
と
注
射

１２

２４

薬
を
使
用
し
た
治
療
よ
り
短
期
間

で
、
副
作
用
も
軽
度
と
さ
れ
て
お

り
、
高
齢
の
方
や
持
病
の
あ
る
方

で
も
治
療
が
受
け
ら
れ
る
可
能
性

が
拡
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
薬
の

価
格
が
非
常
に
高
い
の
で
治
療
を

受
け
る
際
に
は
、
医
療
費
助
成
制

度
の
利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
進
行
し
た
肝
硬
変
や

肝
細
胞
癌
の
存
在
す
る
方
は
治
療

の
適
応
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

薬
の
効
か
な
い
薬
剤
耐
性
ウ
イ
ル

ス
の
存
在
も
明
ら
か
に
な
っ
て
お

１2月 ののののののののののののののの申申申申申申申申申申申申申申申込込込込込込込込込込込込込込込受受受受受受受受受受受受受受受付付付付付付付付付付付付付付付

り
注
意
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に

高
度
の
腎
機
能
障
害
、
透
析
中

の
方
に
は
使
用
が
で
き
な
い
薬

が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
現
在
内

服
し
て
い
る
薬
と
の
飲
み
合
わ

せ
が
問
題
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
薬
の
特
徴
を
理

解
し
た
う
え
で
、
注
意
点
を
守

っ
て
治
療
を
行
え
ば
、
十
分
に

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
駆
除
が

期
待
で
き
ま
す
の
で
、
安
全
、

確
実
に
治
療
を
行
う
た
め
に
も

主
治
医
の
先
生
と
よ
く
相
談
さ

れ
た
う
え
で
治
療
を
受
け
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

稲
城
市
医
師
会　
 
武  
藤 　
 
英  
知 

む 
と
う 

ひ
で 
と
も

■日
 
　

月　

日（
火
）

１２

１５

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
１
時

１０

■場
 

中
央
公
民
館
実
習
室

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

１２
※
付
添
い
の
方
は
参
加
で
き
ま
せ

ん
。

■持
 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用

具
、
手
拭
き

■費
 
　

円
１００

■申
 

保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
〔　

月
１１

　

日（
月
）午
前
９
時
〜
〕

１６■限
 
　

月　

日（
月
）

１１

３０

■主
 

健
康
な
食
事
づ
く
り
推
進
員　

■場■先■問保健センター　1378－3421
備考実施日（12月）対象事業名

前
日
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

  2  日（水）平成25年11月生2歳児歯科健康診査

11日（金）平成25年5月生2歳6か月児
歯科健康診査

  4  日（金）妊娠16週から27週
までの方妊婦歯科健康診査

  5  日（土）
初産婦とそのパー
トナーの方

両親学級（パパ・
ママコース）　※

【1コース2日制】
11日（金）
18日（金）

母親学級（マタニ
ティコース）　※

  7  日（月）第1子の保護者
（平成27年7月生）

離乳食調理講習会 
※

  4  日（金）未就学児母子健康相談

※両親学級・母親学級は各先着20組まで、離乳食調理講習会
は先着25人まで。

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

調
理
講
習
会

調
理
講
習
会

「
カ
フ
ェ
風
メ
ニ
ュ
ー
で

「
カ
フ
ェ
風
メ
ニ
ュ
ー
で

腸
温
活
」

腸
温
活
」

〜
冬
の
冷
え
よ

　

〜
冬
の
冷
え
よ

サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
〜

サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
〜

【休日急病診療所・休日薬局】 診療時間＝午前9時～午後5時
地区薬局医療機関日程
押立－桜井医院　　　　　　　1378－322415日（日）
平尾－高クリニック　　　　　1331－820122日（日）
若葉台－もりこどもクリニック　1350－697723日（月・祝）
矢野口オーベル薬局矢野口店　1379－0925矢野口クリニック　　　1379－093929日（日）

【各種相談】 詳しくはお問い合わせください。
予約・問い合わせ時間相談日相談の種類（予約方法）

市民協働課
予約専用電話
1378－2286
（受付時間＝午前
8時30分～正午、
午後1時～5時）

午前9時～正午
17日（火）・19日（木）
24日（火）※1
26日（木）
12月1日（火）

法律相談（前日予約）

午後1時30分
～4時30分

25日（水）不動産相談（前日予約）
17日（火）遺言書作成などくらしの書類作成相談（前日予約）
19日（木）税務相談（前日予約）
18日（水）・予約終了
※2住宅リフォーム相談

20日（金）人権・身の上相談（前日までに予約）
午前10時～午後1時、
午後2時～4時18日（水）・28日（土）女性の悩み相談（前日までに予約）

消費者相談室
1378－3738

午前10時～正午、
午後1時～3時平日毎日消費者相談（来室のほか電話でも相談可）

保険年金課年金係午前9時～正午、
午後1時～4時

平日毎日年金相談（予約不要）
25日（水）年金相談［平尾出張所］（予約不要）

保健センター
1378－3421

午前9時30分～11時17日（火）健康相談（前日までに予約）
午前9時10分～11時17日（火）栄養相談（前日までに予約）［オーエンス健康プラザ］

福祉センター
1378－3366

午前10時～正午18日（水）心配ごと相談（予約不要）
午後1時30分

～4時30分18日（水）高齢者・障害者の法律相談（予約随時）

午後1時～4時28日（土）ひとり親家庭カウンセリング相談（予約随時）
※1　11月24日（火）の法律相談は、11月20日（金）に予約を受け付けます。
※2　12月2日（水）のリフォーム相談は、11月25日（水）まで予約を受け付けます。

「こころの「こころの体温計」体温計」
パパソコン、スマホ、ソコン、スマホ、携帯で携帯で

気軽に気軽にストレスチェックをしよう！ストレスチェックをしよう！

※
パ
ソ
コ
ン
の
場
合
は
、
市 　 
か
HP

ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

※
利
用
料
は
無
料
で
す
が
、
通
信

料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
住
所
な

ど
個
人
情
報
は
一
切
不
要
で
す
。

先
　

問 

稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
　 

　

〒
206
・
0804
稲
城
市
百
村
112
の
１
　
1
378
・
３
４
２
１ 

み
ん
な

み
ん
な
の
健
康

の
健
康 

み
ん
な
の
健
康 


